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下大和田・小山町谷津田だより －2026 年 ３月 No.289 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 313 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2026 年 ２月 １（日） 快晴      報告：田中正彦 

全国的な大寒波と渇水によって、いっそう冬枯れが進んで、全体的に生きもの

の気配があまりしない雰囲気でした。まず、旧 YPP 田んぼと今年復田した田ん

ぼを廻り、水辺を行き来する小鳥たちを観察しました。 

畑の様子を見に行った後、斜面林を登って、タラの芽を伐採した明るいエリア

からコナラを残している明るいエリアを歩きました。ふと、コナラの幼木が密

集しているところを眺めていたら、視界の端に大型犬ほどの大きさで、濃げ茶

色の動物がいた気がしました。いや、こんなところにイノシシがいる訳がない

と思ってよく観察したら、イノシシでした。 

その後、シダ植物が生えている場所に降りる階段に現れ、みんなで遠巻きに観察しました。コナラ林と階段で

見たイノシシは大きさが違ったような気がしたため、もしかしたら親子連れだったかもしれません。田んぼで

イノシシが出たことはあっても、山に出たのは初めてということでした。 

   参加者１３名（大人８名、大学生２名、高校生１名、小学生１名、幼児１名） 

                   

森と水辺の手入れ「森の草刈りと畦の整備」  2026年 ２月１５（日）晴れ 報告：平沼勝男  

ようやく暖かい日になりました。水辺の方では昨年の秋に耕運機を入れ

て田んぼを復活しましたが、その田んぼの崩れていた畔を修復しました。

まんのう鍬（備中鍬）を使った人力での作業でした。水路から水を取り入

れるところの土嚢も川砂を入れてしっかりしたものに作り変えました。 

森の手入れでは、刈り払い機2機で下草やササを刈り、手作業でも不要

な草を取り除きました。駐車場の拡張についても現場で話し合いました。 

    参加者１４名 （大人１０名、高校生１名、小学生２名、幼児１名） 
             

森の手入れ「シイタケの植菌」 2026年 ２月２２（日） 晴れ        報告：平沼勝男 

千葉市環境保全課からの依頼を受け、環境講座「森の木でシイタケを育

てよう」を開催しました。下大和田の森で我々CEICのスタッフが講師役で

す。参加者は 10名。環境講座以外の参加者も 15名いました。 

下大和田の森でちょうど枯れたコナラを伐り倒した後でもあり、その木

材を榾木として利用しました。事前にスタッフがシイタケの植菌用のコマ

を用意。説明文も準備しました。 

森の中に穴あけ作業のインパクトドライバーの軽快な音が鳴り響きます。そして植菌作業。皆さん夢中で

これらの作業をしていました。植菌する榾木はあえて小さめの物にしました。お持ち帰りできるようにする

ためでした。傍らにある我々のシイタケ栽培の榾木も気になるようで、皆さん栽培について熱心に質問され

ました。作業の合間には谷津田の自然観察もしました。ちょうどアカガエルの産んで間もない卵塊が 17個水

辺にありました。           参加者２５名（大人１９名、大学生１名、小学生４名、幼児１名） 

＜小山町での活動＞ 

☆第 239(1) 回 小山町 YPP「田んぼと林の手入れ」 ２月１４日（土）晴れ   報告：高山邦明 
活動に先立ち、昨年収穫したお米から出たモミを燻炭（くんたん）にしました。初めての経験で戸惑いながらやっ

ていると地元の方が来てやり方を教えて下さり、かつてはどこの家でも作っていたとのことで懐かしそうに眺めて

いらっしゃいました。作業では 1 月からの続きで林の縁のシノ竹などを刈りました。フジやツタもあちこちに生え

ていて時に樹木を覆うほどなので根元を切りました。皆さんの力で今季の予定範囲の８割くらいが終わり、林がと

てもスッキリしてきました。参加者８名（大人８名） 

☆第 239(2) 回 小山町 YPP「林の手入れ」 ２月１６日（月）くもり         報告：碇 夕子 
今日は、細い竹を切ったりアオキを切ったり、綺麗な里山造りをしました。夢中になってやっていると気付いた

ら上まで登れるようになっていました。風通しや見晴らしが良くなり、光も入るようになると、嬉しいです。昨日

は気温が 18℃まであがり、2026年の花粉スイッチが入りました(！！)。       参加者２名（大人２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イノシシ出現（撮影：鈴木郁也） 



☆第 239(3) 回 小山町 YPP「林の手入れ」 ２月２３日（月）くもり 報告：高山邦明 
最後に残った林のシノ竹を刈り、今季予定していた場所の伐採を終えました。今まで目隠しするように林縁

にあったヤブがなくなって林の中が見通せるようになり、気持ちのよい林に変身しました。これでイノシシも

出づらくなるかな？大量に出た竹は林の斜面の裾野に置いて土留めにすることにし、その作業を終えれば今季

の林の手入れは一段落です。                        参加者５名（大人５名） 

☆小学校田んぼの活動 
今年度の小学校田んぼの活動の最後として収穫したお米から作った麹を使った味噌づくりをしました。あす

みが丘小学校は２月２日（月）、大椎小学校は２月６日（金）に実施しました。 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ２月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

2/1 （晴れ）コゲラ、モズ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、アカハラ、シメ、

アオジ、ガビチョウ  2/8 （雪） キジバト、シジュウカラ、アカハラ、セグロセキレイ、ホオジロ、カシラダカ、

アオジ キジバトとアオジは雪のない道路で餌（植物の種など）をついばんでいた。 2/15 （晴れ） ニホンアカガ

エルの卵塊 1 個、今年初の確認。恐らく産んで２日目。 2/22 （（晴れ）キジバト、トビ、ノスリ、モズ、カケス、

ハシボソガラス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、ホオジロ、カシラダカ、アオジ 

＜小 山 町＞ 報告 高山邦明 

2/1  メジロが梅の花の蜜を吸いに訪れる。ヒヨドリはツバキの花に。畑でハクセキレイとセグロセキレイが一緒に餌を

探していた。 2/5 畑の縁にあるイロハモミジで 5 羽のウソが芽を食べていた。 2/9 久しぶりのまとまった雪で

一面銀世界。畑の雪の上にイノシシやノウサギ、イタチの足跡があった。 2/13 2 羽のオオタカが一緒に飛んでい

た。 2/15 日中気温が上がり、春の陽気。ヤマガラやシジュウカラ、ガビチョウがさえずり、ルリタテハが舞う。 

2/16 林の中でオスのヤマドリが低い声を出しながら歩き、時折止まってほろ打ちをする。 2/17 ニホンアカガ

エルの卵塊を今季初めて見る。雨だった前の晩に産卵したものと思われる。 2/18 気温が高めで氷がない田んぼで

クサシギが入念に毛づくろいをしていた。 2/26 アカガエルがあちこちの田んぼで産卵してあった。イヌシデの芽

吹きが始まる。 2/27 フキノトウが顔を出す。 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞ 連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2026年 ３月１５日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：マイ田んぼ復活のための整備と森の木の整備などを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 314回 下大和田ＹＰＰ「米づくり説明会＆野草を食べる会」 
日 時：2026年 ３月２０日（金）祝日 ９時 45 分～１２時  雨天中止 

内 容：野草を食べる会と平行して、2026年度の谷津田の米づくり説明会を実施します。 

持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、お椀、飲み物、敷物など。  参加費：３００円（小学生以上） 

・森の手入れ 

日 時：2026年 ３月２２日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：森の木の整備や下草刈りを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 315 回 観察会とゴミ拾い  

日 時：2026年 ４月 ５日（日） ９時 45分～１２時  雨天決行 

内 容：春の花の季節到来です。ウグイスの囀りを聞きながら谷津を巡ります。  

持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物  参加費：100 円 

＜小山町谷津田＞ 

・第 240 回 小山町 YPP「林の手入れ」 伐採した竹や木を林の斜面に置いて土留めにする作業をします。 

日 時： 2026 年 ３月８日(日) ９時～１２時 ☆小雨決行 

場 所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：できればくるぶしまで覆う丈夫な靴や長靴・軍手・飲み物 

・第 241 回（1～4） 小山町 YPP「畦づくり」・第 242 回（1～2） 小山町 YPP「苗代づくり」 

今年の米づくりに向けて、冬の間に荒れた畦を補修します。 

日 時 ：第 241 回－2026 年 3 月 13 日(金) 、18 日（水）、22 日（日）、23 日（月） 

第 242 回－2026 年 3 月 27 日（金）、29 日（日） いずれも 9 時～12 時 ☆小雨決行 

場 所 ：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物 ：田んぼ用長靴・防水手袋・飲み物 
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